
準優勝
畳の縁側がつなぐ町の暮らし
石川県︱石川工業高等専門学校　選手 / 3年生2名

　この作品は、日本の伝統的な建築の要素である「縁側」や「和室」
に、「可動式畳」や「高さや重みの異なる建物」といった工夫を組み
合わせ、現代都市で進むコミュニティの希薄化という課題に向き合っ
た、完成度の高い提案だと感じました。和室を一つの閉じた私的空
間として扱うのではなく、町と住まいを緩やかにつなぐ「中間的な場所」
として捉え直している点に、現代らしい視点と丁寧な思考が窺えます。
　計画の中心は、敷地南側を地域に開き、「畳の縁側」を住民が自由
に使える共有スペースとして設けていることです。この畳の縁側は、
ただ通り抜けるための場所ではなく、人が自然に腰を下ろし、くつろぎ
ながら会話を楽しめる場として考えられています。床を板ではなく畳に
することで、やさしい触感や安心感が生まれ、訪れる人を温かく迎え入
れる空間になっています。
　建物の奥へ進むにつれて、パブリックからプライベートへと段階的に
性格の異なる空間が重なっていく構成も印象的です。開放感を保ち
ながら、必要なプライバシーも確保する、理にかなった空間づくりだと
評価できます。
　また、「町の宅配ボックス」を敷地内に取り入れた点は、とても現代

的で興味深い発想です。日常生活に欠かせない設備を、かつての
井戸端会議のような人と人との交流を生むきっかけとして活用してお
り、自然なコミュニケーションを促す仕組みがうまく考えられています。
さらに、「可動する新しい和室」という考え方は、和室を固定された空
間ではなく、状況に応じて使い方を変えられる柔軟な存在へと発展さ
せています。家族構成の変化や地域の行事に合わせて位置や役割
を変えられる点は、日本の住文化がもともと持つ柔軟性を、現代的に
表現した意欲的な試みだと思います。
　一方で、可動和室を実際にどのような構造で成立させるのか、屋外
に近い畳空間をどう維持管理するのか、気候変動や衛生面にどう対
応するのかといった課題も残されています。これらについて具体的な
工夫が示されれば、提案の魅力はさらに現実味を増すでしょう。
　全体として、「こまちなみ里見町地区」という地域の特性を十分に
調査したうえで、和室を人と地域をつなぐ装置として捉え、建築が果た
す社会的な役割を分かりやすく示した提案だと感じました。町全体を
大きな居間のように変えていく可能性を秘めた、知性と夢のある作品
だと思います。準優勝おめでとうございます。� （田中隆司）

まちのり
まちなか自転車シェアシステム。
雨ざらしのポートが多い中、ここ
では屋根付きサイクルポートを計
画。降雨の多い金沢や猛暑に対応
し、電動アシスト自転車の充電機
能を備える。

畳の縁側がつなぐ町の暮らし

敷地中央にあるコヒガンザクラは、敷地のシンボル
となる。可動式畳を出せば、お花見や宴会の場とし
て、賑わう。

〒920-0998 石川県金沢市里見町54-10
敷地面積715㎡ 建築面積370㎡
延べ床面積236㎡ 一階床面積230㎡ 二階床面積134㎡
建ぺい率51.7％ 容積率33％

敷地の特徴
金沢21世紀美術館や金沢ふるさと偉人館などの美術館や市役所がある地域と、住宅街の境にある敷地。金沢21世紀美術館と市役所の間のT字路から見える敷
地で、北側の前面道路を境に雰囲気がガラッと変わる。敷地がある里見町は「こまちなみ里見町地区」に含まれている。敷地周辺には、車が通行できない
ところ、一方通行の場所も多い。

町の宅配ボックス
里見町には、車が通行が困難なな場所が多く、パイクや自転車で配達されていると
推測できる。そこで、町の宅配ボックスを作り、ここに配達をすることで、車が通
れない宅配しにくいところに行かなくても、配達ができたり、住民もここに荷物を
取りに来ることで住人同士の交流の場になったりすることを狙う。蔵の内部にはト
イレを設け、公共性を高める。二階は、来訪者の荷物の一時預かり場として機能し、
身軽な金沢の旅を手助けする。

畳スペース
向かい合って座って談笑する畳スペース。
耐水性に優れ、水洗いもできる畳を使用し、屋外でも畳の上で団欒
できるようにした。壁のない和室を屋外に作ることで、和室の特徴
である四季の移ろいや自然を感じやすい。

畳の良いところ
ごろ寝ができる
触感が良く、はだしで過ごせる
衝撃を吸収する
CO₂を吸着する

フローリングと比べて温かみがある

既存の蔵をそのまま残し、入口を変え、町の宅配ボックスを作った。

GLとは高さを変えて、長い畳の縁側を作り、その下を、屋根付きの駐輪場にした。

さらに高さを変え、自宅に縁側を設け、高さの違う向かい合った2つの縁側を作った。

レイヤーのように高さや重みの違う建物を組み合わせ、町の人、観光客、ここに配達物を届ける人、その荷物を取りに来る人などに向けた

町の新しい和室、駐輪場や町の宅配ボックスなどのまちの拠点になるような「こまちなみ里見町地区」の基準を満たした建物を計画した。

植物の間を走り回る子供たち

橋から見た用水 階段・スロープ

ピロティ駐車場

1300㎜
600㎜

風の通り道

視線の違い

車寄せが可能

離れた畳で向き合って座る
談笑・休憩の場として

視線が交わらない＝プライバシー性の確保

隙間から雪透かしを




